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胸部異常陰影から発見された前立腺癌の1例
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　 　 We　 report　 a　case　 in　 a　70-year-old　 paticnt　 indicated　 to　 have　 a　metastatic　 lesion丘om　 a　chest　 X-ray

taken　 during　 a　mcdical　 examination.　 His　 blood　 prostatic　 spccific　 antigen　 level　 was　 very　 high　 at　 lOO

ng/ml(normal,　 less　 than　 4.O　 ng/ml).　 Palpation　 of　 the　 prostate　 disclosed　 enlargement　 to　 hen's　 egg　 size

with　 an　 irregular　 surface　 and　 indurations　 bilaterally.　 Transrcctal　 sextant　 ncedlc　 biopsy　 ofthe　 prostate

was　 perf()rmed,　 rcvealing　 moderately　 differentiated　 adenocarcinoma.　 Computed　 tomography(CT)

scan　 and　 bonc　 scintigraphy　 showed　 intrapelvic　 lymphnode　 adenopathy　 and　 mctastasis　 to　 the　 right

pubic　 bone.　 Under　 a　diagnosis　 ofstage　 D2　 prostate　 cancer,　 we　 initiated　 endocrine　 therapy(luteinizing

hormone-releasing　 hormonc　 analogue　 dcpot　 cvery　 4　 wecks　 and　 bicalutamide).　 Androgen　 blockage

was　 vcry　 efflective　 and　 aftcr　 6　 months,　 the　 PSA　 level　 had　 decreased　 markedly　 to　 below　 O.2　 ng/mL

Sixteen　 months　 later,　 pulmonary　 metastasis　 completely　 disappearcd.　 Hc　 is　 currently　 free　 from

recurrence　 and　 progressing　 welL
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緒 言

　臨床的に肺転移巣か ら発見 される前立腺癌 は比較的

稀である.今 回われわれは検診時の胸部X線 撮影での

胸部異常陰影を契機に発見 され内分泌療法が著効 した

前立腺癌症例を経験 したので報告する.

症 例

　患者:70歳,男 性

　主訴:両 肺野に多発性結節陰影を指摘(胸 部X線 撮

影),排 尿困難

　既往歴:高 血圧症にて内服治療中

　家族歴:特 記すべき事なし

　現病歴:2004年1月 の定期検診時に撮影した胸部X

線でcoin　lcsionを指摘され,転 移性肺癌の疑いの診断

を受けた.ま た前立腺特異抗原(PSA)が100　 ng/ml

(Tandcm-R,　 cut-off値:4.0未 満)と 異常高値であ り

排尿困難も自覚するため2月14日 当科を受診 した.触

診上前立腺は超鶏卵大,表 面凹凸不正で板状硬であっ

た.経 直腸的超音波検査では前立腺体積 は40。lccで

被膜陰影は明瞭で内部エコー像は不整,低 エコー域が

散在 していた.膀 胱内は尿貯留が著明であり,尿 道力
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テー テル を留 置 した ところ725ccの 尿 流 出 をみた.

ウ ラ ピジル(EbrantilTM,科 研 製薬)お よび臭化 ジス

チ グ ミン(UbretidTM,鳥 居 薬 品)内 服 を開始 し,1

週 間後 に尿道 カテー テル を抜 去 し排 尿状 態 は改善 し

た.2月28日 に前立腺 針生検 目的で入院 した.

　 入院時現症:身 長165cm,体 重65　 kg,血 圧140/80

mmHg,脈 拍70/min.,整 体 温36.6℃.胸 腹 部 に

異常所見 を認めず,体 格　栄養 は良好.下 腿浮腫 は認

めず,自 然尿細胞診 はclass　Iで あ った.

　 入 院時検 査所見:血 液一般,血 液生化 学検査 で異常

を認めず

　尿 検 査:pH　 6.0,蛋 白(一),糖(一),沈 渣 に て

RBC　 i～2/hpf,　 WBC　 5-一　10/hpfで あ った.

　 入院後経過:同 日,前 立腺生検 を施行 し,計6カ 所

か ら採取 した.

　 病理組織学的所見:採 取標本6カ 所 のほぼ全域 にわ

た り融 合型 か らcribriform　 patternを 示 す 中分化 か ら

低分化腺癌の増殖 を認 めた(Fig.1).　 Gleason　 scoreは

3+4=7と した.

　 画像検査所見:胸 部X線 撮影 お よび胸 部CT検 査で

は多発性結節 陰影 を(Fig.2a),骨 盤 部CTで は1　cm

大 前 後の リンパ節腫大 を複 数個 認めた.ま た骨 シンチ

で は右恥骨部 に異常集積 を認めた.

　 肺病変 は呼吸器感染症 や原発性肺 腫瘍 は否定的で第
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騰
　 Fig.1.　 Histological　 examination　 of　the　prostatic

　 　 　 　 　 biopsy　 specimen　 revealed　 moderately　 to

　 　 　 　 　 poorly-differentiated　 　 adenocarcinoma

　 　 　 　 　 (HE　 stain,×200).
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Fig.2。 　 a:Chest　 CT　 scan　 of　the　 chest　 bef～)re

　 　 　 　 treatment,　 showing　 multiple　 cbin　 lesions.

　 　 　 　 b:A郵ter　 3　months,　 pulmonary　 coin　Iesions

　 　 　 　 decrcased　 slightly.

1に 転 移性肺腫瘍 と考えた,以 上 より肺 ・骨盤内 リン

パ節 ・骨転移 を伴 う前立腺癌 で臨床病期分 類qewctt

staging　 systcm)に てstage　 D2,　 TNM分 類 に て

T2bNlMlcと 診 断 し,内 分泌療 法(CAB療 法)を 開始

した,内 容 は3月3日 よりビカル タミド(CasodcxTM,

アス トラゼネカ)連 日投与,3月16日 より酢酸 リュー

プロレリン(LeuplinTM,武 田薬品)4週 毎皮下注投

与を開始 した.

　経過:2カ 月後,PSAは36　 ng/mlと 低 下 し,3カ

月後に撮影 した胸部CTで は多数の転移巣は依然存在

するが全体に縮小傾向が認め られた(Fig。2b),治 療

に反応 していると判断 し,内 分泌療法 を継続,6カ 月

目にPSAは0。2ng/ml以 下 と感度以下 と著明に低下

し,16カ 月現在肺転移巣は縮小疲痕化 している.そ の

他,リ ンパ節腫大および骨シンチ上の右恥骨部の異常

集積 も消失 した.再 燃の兆候は認めず,経 過良好であ

る.

考 察

　前立腺癌は骨転移の頻度が高 く,骨 転移症状や所見

から発見される場合 も比較的多い.剖 検では転移部位

別では12～38%が 肺転移 であったと報告 されている

が1),一 方臨床的には肺転移の頻度は少なく5～7%

とされている2).そ のため肺転移から発見される潜在

性前立腺癌の報告は稀である3)他 の検診で発見 され

たものは80歳 以上 と高齢でこれらはすべてPSAな ど

の前立腺腫瘍マーカーが異常高値を示 してお り,診 断

の一助 となっている4)

　胸部X線 検診における肺癌の発見率は0.04～O.12%

で5)剖検症例でみた場合,肺 転移例の原発巣では前立

腺は1.51%と 少ない6)1,589例 の前立腺癌 を剖検 し

た報告で90%に 骨,46%に 肺,25%に 肝臓,21%に 胸

膜,13%に 副腎に転移を認めている7)　この ように肺

転移は骨転移に次いで多 くみられ,そ のうち46%に 肺

内転移を21%に 胸膜転移を認めたとしている.

　胸部異常陰影で発見 される前立腺癌の報告は稀であ

り,徳 光ら8)や洲鎌 ら9)がそれぞれ26例,37例 を集計

しているがわれわれが渉猟 しさらに5例5・　10'13)追加し

自験例は43例 目となる.

　前立腺癌が肺に転移する機序 としてはリンパ行性と

血行性があげられる7)リ ンパ行性転移では肺の リン

パ管 を介 して両肺野にびまん性浸潤 し,呼 吸困難,咳

漱などの呼吸器症状が出現することが多 く,胸 部X線

では線状　網状陰影となる.そ れに対 して血行性転移

では椎骨骨盤静脈叢を経由 して大循環に乗って肺に単

発ないし多発性の結節性転移巣を形成すると考えられ

る14).本 症例では肺転移巣 は血行性転移が考えやす

いが,リ ンパ節,骨 にも転移巣があり,転 移機序は不

明である.

　治療法については肺転移を有する前立腺癌の原発巣

の分化度別で高分化型には内分泌療法を,中 ・低分化

型には内分泌化学療法を推奨する報告がある2)　しか

しいずれの分化型において も内分泌療法単独でも効果

がえられる症例が存在する.転 移を伴 う未治療前立腺



瀬川,ほ か:前 立腺癌　肺転移 149

癌に対する内分泌療法の奏効率は36%と いわれている

ため内分泌化学療法を選択することもある15)　また,

肺転移巣の胸部X線 写真において結節状陰影を示す症

例は治療に反応する場合が多 く,線 状 ・網状陰影を示

す症例は治療 に反応せず予後が悪い とされている8)

治療効果が得 られるまでの期間については著効例,有

効例は大部分が半年以内と短期間で効果が得られ自験

例も同様であった.な お肺転移巣に対する治療効果 と

骨転移併存の有無 との問には関連性はないとされてい

る8)

　一般的な転移性肺腫瘍 は結節影 を呈することが多

い　前立腺癌の肺転移において認め られる胸部異常陰

影の割合 は胸水貯留22%,網 状影16%,結 節影8%,

網状粒状影3.5%,リ ンパ節腫大4.5%と 報告 されてい

る16)胸 水貯留が最多であ り,報 告数か らすればさ

らに大幅に上回る転移例が存在する仮定が成 り立ち,

見逃されている可能性がある.前 立腺癌の場合,胸 腔

内転移を有する他の進行癌で有効な治療法がないのと

違い,内 分泌療法に奏効する例 も少な くない.近 年,

PSA測 定が定着 しつつあ り,こ れらを活用すること

により診断能力が向上 し,早 期癌で発見される症例が

増える一方で自験例 と同様の症例 も散見され治療成績

の向上に寄与で きるのではないかと考えられる.ま た

今後,肺 転移を有する前立腺癌症例の集積および検討

も望 まれる.

　 実際,転 移性肺腫瘍 と診断されて も原発巣が特定さ

れず組織診断のため肺生検 を施行 された報告例10'12)

もあるが,自 験例では排尿困難の症状があったため泌

尿器科を受診 し,前 立腺触診 とPSA測 定により診断

にいたるプロセスは平易であった.わ れわれは肺病変

を第1に 前立腺癌の肺転移 と考えるのが妥当であるこ

とを患者および家族に十分説明 した上で,患 者本人が

高齢で化学療法による副作用も危惧されるため初回治

療法として内分泌療法 を行 うこととした.16カ 月経過

した現在,肺 病変は著効 してお り臨床的に前立腺癌の

肺転移を裏付けるものであった,自 験例はきわめて稀

な頻度で検診が発見の契機 となった前立腺癌症例であ

る.排 尿障害以外は無症状であ り,初 診時は進行性前

立腺癌であったが治療 に奏功 してお り,検 診の恩恵に

与った症例 といえる.

結 語

検診にて肺転移の存在が前立腺癌発見の契機 とな

り,内 分泌療法が奏功 した1例 を呈示 した.
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